
 

 

 

 

 

 

 

  

 

            

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

２０１８年 10 月  |  第 10 号 

中央区ボランティア・市民活動センター ＮＥＷＳ 

 

暑い暑い夏がようやく過ぎて、少し涼しくなりましたが、皆さまいかがお過

ごしでしょうか。 

８月より「平成 30 年 7 月豪雨災害」の情報をお伝えしてきましたが、９月

４日に台風２１号直撃により大阪も大きな被害を受けました。また９月６日に

は北海道で地震が発生し、今年は日本各地で自然災害が続いて発生していま

す。各地で災害ボランティアセンターが設置され、ボランティア活動による支

援が実施されています。 

「平成 30 年 7月豪雨災害」では、国の補助金による「平成 30年７月豪雨観光

支援事業費補助金」の対象となる地域への旅行や、ボランティア活動（岡山県、

広島県、愛媛県、福岡県）での宿泊が割引になる観光支援事業「ふっこう周遊

割」が始まりました。 

「台風 21 号」「平成 30 年北海道胆振東部地震」に関する情報も「全社協 被災

地支援・災害ボランティア情報（https://www.saigaivc.com）に掲載されてい

ます。 

大阪市中央区社会福祉協議会ホームページ「新着情報」でも案内を掲載してい

ます。随時更新されますので、ぜひご覧ください。 

また、ボランティア活動を希望する際には、各災害ボランティアセンターが

発信している最新情報を確認してください。 

引き続き皆さまのご支援・ご協力よろしく願いいたします。 
 

 

日   時： 12 月 6日（木）1 時 30 分～4時 30分 

会   場： ふれあいセンターもも３階 中央区ボランティア・市民活動センター 

内   容： 主に成人に対する処置方法で、AED を使用した心肺蘇生法や止血

法など応急手当を学ぶ講習です。 

講   師： 中央消防署の署員 

募集人数： １５名                      締め切り：12 月 3日（月）まで 

申込方法： 電話（06-6763-8139）・窓口 
 

https://www.saigaivc.com/


 

 

 

中央区ボランティア・市民活動センター NEWS             ２０１８年 10 月 / 第 10 号 

９月８日（土）居場所づくり講座を開催しました。 

元大阪市立大学生活科学部 非常勤講師の竹村安子さんに 

「居場所づくり（サロン）の意義、身近なところでできる居場 

所づくり」について講義いただきました。 

２３名の方が参加され、なぜ今「居場所（サロン）」が必要と 

されているか、進めていくためのポイントや実際の課題などを学びました。 

また、実際に東成区でサロン活動されている「一般社団法人   

わいわい」代表理事の柳晴美さん、東中本地域福祉活動サポ

ーターの野坂万喜子さんにもお越しいただき、サロンを始め

られたきっかけや、どんな方が利用されているのかなど、パ

ワーポイントを使って、具体的な活動内容が紹介されました。 

 

「自分にも何か出来ないか」と考えておられる方など 

参加された皆さん、熱心に聞いておられボランティアの 

新たな活動につながる機会となりました。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

            

 

                

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

中央区ボランティア・市民活動センター（ふれあいセンターもも ３階） 

住所：中央区上本町西２－５－２５ 

電話 : (０６) ６７６３－８１３９ FAX  : (０６) ６７６３－８１５１ 

 

主に早川福祉会館での音訳ボランティアをしていま

す。音訳のために必要なことを勉強したり、リスナー

の方に分かりやすく聞いてもらえる工夫など、みんな

で読み合わせをしています。 

主な活動内容 

平成７年４月設立。毎月第１水曜日、中央区ボランテ

ィア市民活動センターにて定例会。 

年に５回ほど朗読会を実施。 

ボランティア 

グループ紹介 

みんなで楽しく 

活動しています♪ 

居場所づくり講座 開催しました 
 

 

 


